
広報

昭和53年 9月16日

第775号

昭和27年12月22日第 3種郵便物認可・毎月1日・ 16日発行・定価 1部 3円

発行 上 田 市

編 集 秘 書 課

電 話 上 田 ⑫4100
印刷田辺印刷

J度
jU 

はなごもコオロギもいたよ

く実りの田んぼで元気よく〉
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周囲の自然にふれながら元気いっぱL、遊ぶ

吉
田
信
夫
さ
ん

滝
沢
宮
子
さ
ん

泉田保育園は、泉団地籍の農村地帯に、昭和37年に園児65名で開園しました。その後、住宅団地や

中小の工 場 な ど が で き 、 同47年 に 園 舎 などを増築、現在97名の園児が毎朝元気よく登園しています。

奇岩・岩鼻を一望でき、たわわに実った田んぼに固まれた環境の中で、園児たちは、今日も「し、な

ご」や「バッタ J rコ オ ロ ギ 」 な ど を つかまえたり、飛びかう「とんぼ」を追いかけて自然にふれな

がら元気いっぱい飛びまわ っ て い ま す 。 ( 泉 田 保 育 園 長 )
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を10月 2日間午前

9時 か ら 午 後 4時まで、市役所 3階市

長室で行います。お気軽におでかけ〈
7ごさい。

本
間
重
雄
さ
ん

西
沢
信
代
さ
ん

主な内容
国体参加役員に雷鳥のようじ立てプレゼ ン ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・主べーツ
国体会場を丹精こめた花で飾る………………………………三べ-:，;
5公民館で楽焼き人気急上昇・・・・・・・一..............................3ページ

戸籍などの届出・輔求に便利図る模写電送機を設置・・・・ー・・・ 4ページ
常国保育園で入園受付・・・…ー・・・…・......一.........................4ベージ
あな た も 参加しよう「スポーツ市民の集い」

国 体 旗1，500名に贈呈・・・5ページ
小児マヒポリオ生ワクチ ン投 与10月 6 日からー....一..........6ページ
信号を良〈確かめてわたろう横断歩道。

秋め全国交通安全運動始まる・・・・・・・・・ 7ペー ジ
必ず受けよう犬の登録と予防注射、料金が改訂されました・・・8ページ
生活特集ーーー・・・・一........................................一中折込み 4ページ

農地問題相談日
農地の問題で悩んでいる皆きん、 10

月 2日(月)午前 8時30分か ら午後 5時ま

で市役所 2階農業委員会事務局で「農

地問題相談」を行います。 お気軽にお
でかけください。

岡 岡
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九
月
十
五
日
は

。
敬
老
の
白
砂
で
す
。
上
田
市
は
、
五
十
一
年
に
「
老
人

の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
」
づ
く
り
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
を
受
け
、
各
種
の
事

業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が、

今
年
は
、
そ
の
最
終
年
度
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
お
年
寄
り
に
大
変
好
評
で
、
事
業
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
明

る
く
笑
顔
が
た
え
ま
せ
ん
。

こ
の
中
で
育
っ
て
き
た
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
上
田
市
で
行
わ
れ
る

や
ま
び
こ
国
体
秋
季
大
会
に
、

な
ん
ら
か
の
形
で
協
力
し
よ
う
と
、

県
鳥

で
あ
る
砂
雷
鳥
。
を
型
ど
っ
た
、
ょ
う
じ
立
て
の
共
同
製
作
を
は
じ
め
、
こ

の
ほ
ど
五
百
五
十
個
が
完
成
、
大
会
の
当
日
全
国
各
地
か
ら
訪
ず
れ
る
役
員

の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
福
寿
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
う
ち
の
約
一
千
七
百
人
の
皆
さ
ん
は
、
国

体
の
軟
式
庭
球
、
高
校
軟
式
野
球
の
会
場
と
な
る
、
市
営
庭
球
コ

l
ト
、
市

・
県
営
両
野
球
場
と
そ
の
周
辺
の
道
路
を
菊
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ

l
-コ
ー
ル

ド
、
ア
ゲ
ラ
ダ
ム
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
で
飾
り
、
熱
戦
に
つ
か
れ
た
選
手

や
役
員
の
心
を
な
ぐ
さ
め
、
は
げ
ま
そ
う
と
花
づ
く
り
に
精
を
だ
し
て
い
ま

す
。

市内のお年寄りが

噂のζ動危
戦
い
前
の
静
か
な

国
体
参
加
役
員
に

心
を
こ
め

や
ま
び
こ
国
体
の
マ
ス
コ

ッ
ト
で
あ

る
か
雷
鳥
。
を
型
ど

っ
た
よ
う
じ
立
て

は
、
国
体
参
加
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
「心

の
こ
も

っ
た
贈
り
物
を
し
よ
う
と
」
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
福
寿
ク
ラ
ブ
の
会

長
で
あ
り
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
で
あ

る、

山
崎
善
四
郎
さ
ん
が
、

図
鑑
な
ど

を
参
考
に
試
作
品
を
作
り
、
試
作
品
を

も
と
に
型
を
作

っ
て
陶
芸
ク
ラ
ブ
員
十

二、

三
人
が
専
属
で
七
月
か
ら
量
産
体

育
て
て
き
た
花
は
、
大
き
く
り

っ
ぱ
に

育
ち
、
フ
ラ
ワ

ー
ポ
ッ

ト
に
移
植
さ
れ

制
に
入
り
、
五
百
五
十
個
を
製
作
、

九

月
二
日
、
色
づ
け
を
し
て
焼
き
上
げ
た

か
雷
鳥
。
の
よ
う
じ
立
て
を
「
雷
鳥
が
招

く
信
濃
の

山
ま
ね
く
」
(山
崎
さ
ん
作
)

の
句
と
一
緒
に
化
粧
箱
に
詰
め
、
大
会

当
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ば
か
り
と
な
り

宇
品
し
た
。

こ
の
雷
鳥
は
、

体
長
十
セ
ン
チ
大
で

体
は
焦
げ
茶
色
に
白
い
斑
点
が
浮
き
で

た
夏
鳥
で
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
よ

L
市

&司s
"'- j' 喝、

噛ヘ ' 

傘 ・陣

r-

w 

p 

う
じ
立
て
で
す
。

試
作
品
を
作

っ
た
山
崎
さ
ん
は
「
型

を
作
る
の
に
苦
労
し
た
。

い
く
つ
か
図

鑑
を
引

っ
ぱ

り
出
し
て
勉
強
し
た
が
、

満
足
で
き
る
作
品
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
が
心
を
こ
め
て
作

っ
た
贈

り
物
は
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
役
員
の

皆
さ
ん
に
、
良
い

思

い
出
の
品
と
し
て

か
わ
い
が
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

、、_'

五
百
箱
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
y
ト
に
移
植
さ

れ
、
大
会
前
日
ま
で
に
飾
り
付
け
を
終

は
、
試
合
を
行
う
選
手
の
心
に
静
か
な

闘
志
を
か
き
立
て
る
と
と
も
に
、
熱
戦
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市
戦
い
前
の
静
か
な
闘
志
と

熱
戦
後
の
心
を
い
や
す

丹
精
-
}
め
た
花
五
百
箱
飾
る

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
福
寿
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
市
内
二
十
二
地
区
、
四
百

九
坪
の
花
畑
で
、
国
体
会
場
を
花
で
埋

め
つ
く
そ
う
と
六
月
か
ら
丹
精
こ
め
て

内々t;t

d‘国体会場を飾る花づく ηに精をだす手塚地区老人クラブの皆さん。

このほか市内22地区の老人クラブの皆さんが 10月 16日の国体開催を

目指して花づくりを行っています。

育
て
て
き
た
花
は
、
大
き
く
り
っ
ぱ

に

育
ち
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
移
植
さ
れ

会
場
に
飾
ら
れ
る
の
を
心
ま
ち
に
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

十
月
上
旬
に
は
、
各
花
畑
か
ら
合
計

5公民館-ru

楽焼人気急よ晃
作業棟5棟、楽焼ガマ5基完成

老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
お
年
寄
り
の
趣
味

を
生
か
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
拠
点
に
と

上
回
・
上
野
が
丘

・
城
南
・
塩
田
・
川

西
の
五
公
民
館
へ
面
柏
三
十
三
平
方
メ

ー
ト
ル
の
プ
レ
ハ
ブ
各

一
棟
と
楽
焼
用

の
カ
7

各
一
基
づ
つ
に
総
工
費
六
百
七

万
円
を
か
け
て
完
成
し
た
五
つ
の
作
業

棟
は
、
各
地
区
の
お
年
寄
り
大
勢
の
皆

さ
ん
に
利
用
さ
れ
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
棟
の
完
成
に
よ
り
、
今
ま

記
五
百
箱
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
移
植
さ

れ
、
大
会
前
日
ま
で
に
飾
り
付
け
を
終

り
ま
す
が
、
赤
、
白
、
賞
、
紫
と
色
さ

ま
ざ
ま
に
咲
き
ほ
こ
る
菊
、
サ
ル
ビ
ア

マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
、
ア
ゲ
ラ
ダ
ム
の
花

は
、
試
合
を
行
う
選
手
の
心
に
静
か
な

闘
志
を
か
き
立
て
る
と
と
も
に
、
熱
戦

に
つ
か
れ
た
選
手
の
心
を
な
ぐ
さ
め
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
出
か
け
て

こ
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
楽
焼
が
、

各
地
区
ご
と
身
近
か
な
所
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
、

利
用
す
る
人
も
増
加
、
現

在
、
五
地
区
で
百
七
十
五
人
の
皆
さ
ん

が
「
ち
や
わ
ん
」
「
灰
皿
」
「
水
盤
」
な

ど
各
人
各
様
の
作
品
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
作
業
棟
は
、
各
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
い
ろ
い
ろ
の
仕
事

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
野
が
丘
公
民
館
の
作
業
棟
を
利
用

し
て
い
る
染
屋
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
西

沢
己
喜
雄
さ
ん
は
「
時
々
き
て
、
ク
ラ

ブ
の
仕
事
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
が
、

大
変
便
利
で
、
現
在
は
、
老
人
会
専
用

の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

')， 

A 新設なった上回公民館の作業棟で楽焼づくりを楽しむ

お年寄りの皆さん。
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所
市
民
課
か
ら
電
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
役
所
、
各
支
所
の
ど
こ
の
窓
口
で
も

手
続
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
豊
殿
、
塩
田
、
川
西
地
区
の

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
で
し
か

届
出
、
請
求
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
十
一
月
の
上
旬
か
ら
は
、
戸

籍
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
請
求
、
戸
籍
の
届
出
、
転
入
・
転

出
・
転
居
の
届
出
、
国
民
健
康
保
険
・

国
民
年
金
の
加
入
、
脱
退
な
ど
の
手
続

き
が
市
役
所
、
各
支
所
の
管
轄
区
域
に

関
係
な
く
、
ど
こ
の
支
所
で
も
市
役
所

で
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
な
ど
の
届
出
・
請
求

市
役
所
・
支
所
ど
こ
で
も
受
付

~;n liil 目
;月出
よ?

:i:i~旬議
模
;家
電j

s送
磯II).

g港Z

渇又~
~t:，置?i

えヴー第 775号 (器?諸経423)一一一広報

太陽抗議ゆたかな公園を

みんなで大切にしよう

175号ー

=く 10月都市緑化月間)=

「都市に緑と公園を」をスローガンに 10月 1日から同31日

まで‘都市緑化月問、が行われます。

公園、街路の緑は見る人の心を和らげ、公園の広場は、

児童の遊び場、青少年の運動の場となり、また、みんなの

いこいの場となるとともに、都市を美しくするはたらきを

持って います。

市も公園、街路の維持管理に努力していますが、市民の

皆さんも 身近な生活環境に目を向けJごみなど散らさない

で、 緑ゆたかな環境づくりにご協力ください。

常
国
保
育
園
で
入
園
受
付

〈
同
保
育
園
か
保
育
課
へ

九
月
二
十
二
日
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
〉

司力、ら

月 1日

建
売
住
宅
は

国介地籍へ建設中の千曲川運動公園

~主主主主主土=一*一一世-* 楽者併唱氏

選挙の知識

⑧ 

* 

輸

市
は
、
戸
籍
、
住
民
票
謄
抄
本
や
印
模
写
電
送
機
の
設
置
に
よ
り
、
い
ま

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
を
、
市
役
所
、
各
ま
で
各
支
所
で
管
理
し
て
い
た
戸
籍
簿

支
所
ど
こ
で
も
発
行
で
き
る
よ
う
に
す
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
台
帳
な
ど

る
た
め
、
十
一
月
上
旬
、
市
役
所
市
民
は
、
市
役
所
市
民
課
で
集
中
管
理
し
、

課
と
豊
殿
、
塩
田
、
川
西
の
各
支
所
へ
各
支
所
へ
届
出
の
あ
っ
た
も
の
は
、
市

専
用
電
話
回
線
を
利
用
し
た
「
模
写
電
役
所
へ
電
送
、
各
支
所
で
証
明
書
な
ど
常
国
保
育
園
(
現
常
田
ナ

l
ス
リ

l
)

送

機

」

を

設

置

し

ま

す

。

の

発

行

請

求

の

あ

っ

た

も

の

は

、

市

役

が

十

月

一

目

、

認

可

保

育

所

と

し

て

開

* * 

選挙運動の期間と事前運動(3)

1.選挙運動は、立候補届が受理された後でなければでき

ないとされています。

選挙運動の準備行為としては、政党の公認を求めること 、

資金の調達、運動方法の協議、事務所借入れ内交渉、

出納責任者や運動員の内交渉、届出書などの記入、ポ

スター、ハガキ、看板などの印刷や原稿作成、 あてな

書き、 自動車、拡声機などの借入れ内交渉などは行っ

ても よいとされています。

投票日の選挙運動はいっさいできないことになってい

ますが、選挙運動期間中に掲示された、検印、証紙の

ある ポスター、公営掲示場に掲示されたポスター、投

票所から直 線で300m以上はなれた場所にある選挙事務

所の看板は、そのまま掲示しておいてもよいことになっ

てい ます。

投票日に棄権防止運動を選挙管理委員会以外の人が行

うと選挙違反となる場合がありますのでやめましょう。

5. 投票 日に選挙運動用のポスターを移動させたり、新し

くはりかえることは選挙違反になります。. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
「地方選挙早わかり、候補者運動員必携魯」

・申込締切日を延期、追加申込受付中。至急選挙管理委

員会へ申込んでください。

2 

3 

較
的
短
か
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が

不
動
産
業
者
が
売
り
主
の
場
合
の
契
約

受
付
日

l
九
月
二
十
二
日
幽
午
後
一
時

か
ら
同
四
時
ま
で
。

申
込
先
き

l
常
国
保
育
園
か
市
役
所
保

育
課
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

1
保
育
課
保
育
園
係

(
宮
@

四
一

O
O内
線
三
八
二
)

常
国
保
育
園
は
、
定
員
三
十
六
人
の

小
規
模
保
育
園
で
、
乳
児
保
育
を
重
点

に
行
い
ま
す
。

常
国
保
育
園
が
認
可
さ
れ
る
と
、
市

内
の
保
育
園
は
、
公
・
私
立
あ
わ
せ
て

三
十
四
園
、
園
児
数
(
定
員
)
三
千
六

百
三
十
二
人
と
な
り
、
保
育
行
政
が
さ

ら
に
充
実
し
ま
す
。

4 
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で
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本毎年好評の鮮魚介類の産地直送事業を10月か ら

再開します。

*取扱品目、価格については広報うえだ10月 1日

発行の第776号でお知らせします。

産直再開

えつ一(1)一一一昭和53年 9月16日 広報

選

2. 

3. 

全
体
で
は
、
九

O
%強
の
購
入
者
が

一
応
満
足
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

修
理
な
ど
の
請
求
に
対
し
「
な
か
な
か

修
理
し
て
く
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
人

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

較
的
短
か
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
が

不
動
産
業
者
が
売
り
主
の
場
合
の
契
約

は
、
保
証
期
間
を
二
年
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

怒
談
会
で
は
、
期
間
に
つ
い
て
改
善
が

約
束
さ
れ
ま
し
た
。

保
証
期
間
を
定
め
て
い
な
い
場
合
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
日
の
ト
ラ

ブ
ル
を
な
く
す
た
め
に
も
、
明
確
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

建
売
住
宅
は

よ
く
確
か
め
て
か
ら

購
入
し
よ
う

〔
建
売
住
宅
の
実
態
調
査
・
懇
談
会
開
く
〕

最
近
、
建
売
住
宅
が
普
及
し
、
市
内

で
も
五
年
間
に
一
千
五
百
戸
の
住
宅
が

分
譲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
普
及
と
と
も

に
購
入
者
か
ら
の
苦
情
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
建
売
住
宅
の
実
態
調
査
を

実
施
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
建
売
住

宅
購
入
者
と
関
係
業
者
と
の
懇
談
会
を

聞
き
、
意
見
の
交
換
を
行
い

、
苦
情
の

解
消
と
、
こ
れ
か
ら
の
購
入
を
予
定
し

て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
情
報
の
提
供
を
図

り
ま
し
た
。

以
下
は
、
調
査
結
果
と
懇
談
会
の
内

容
で
す
。

購
入
理
由
は

土
地
・
経
済
問
題
が
主

建
売
住
宅
を
購
入
し
た
理
由
は
「
土

地
問
題
」
か
ら
が

一
番
多
く
、
つ
い
で

「
購
入
資
金
」
な
ど
経
済
的
理
由
を
上

げ
て
い
ま
す
が
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
な
ど

の
「
合
理
性
」
を
理
由
に
し
て
い
る
人

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ω
%が

購
入
住
宅
に
満
足

保
証
期
間
は

最
低
二
年
以
上

保
証
期
間
は
、
平
均
一
・
八
年
と
比

購
入
者
も
で
き
る
だ
け

施
工
法
を
確
認
し
よ
う

契
約
時
期
で
は
「
設
計
段
階
で
契
約

し
た
」
と
す
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

工
事
の
施
工
法
で
は
、
「
工
事
の
状
況

4 

5. 

を
確
認
し
、
施
工
法
に

つ
い
て
も
納
得

し
て
い
る
」
人
と
「
工
事
は
下
請
業
者

が
行
っ
て
い
る
の
で
、
施
工
法
が
守
ら

れ
て
い
る
か
心
配
だ
」
と
す
る
人
と
が

同
数
と
、
工
事
の
状
況
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
下
請
業
者
へ
の
発
注
が
購
入

者
の
意
志
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
請
負
金
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
手
抜
き
工
事
に
発
展

し
て
い
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が

こ
の
あ
た
り
に
建
売
住
宅
の
問
題
点
が

あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
購
入
者
も
、
可
能
な

限
り
施
工
法
な
ど
工
事
の
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
工
事
の
内
容
は
も
ち

ろ
ん
関
係
す
る
書
類
な
ど
を
検
討
し
、

納
得
し
て
か
ら
契
約
す
る
こ
と
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

構
造
・
耐
久
・
居
住
性
に

も
っ
と
重
点
を
お
こ
う

建
売
住
宅
の
質
的
向
上
を
は
ば
む
一

面
と
し
て
購
入
者
が
「
立
地
条
件
」
「
購

入
条
件
」
「
合
理
性
」
を
求
め
る
あ
ま
り

「
住
宅
構
造
」
「
耐
久
性
」
「
居
住
性
」

を
軽
視
す
る
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
実
態
調
査
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
を

と
り
、
対
象
二
百
世
帯
の
う
ち
百
四
十

四
世
帯
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
回

答
率
七
二
%
)



だ 昭和53年 9月16日ーーーー(2)ー

円
高
差
益
の
還
元
に
注
意
し
よ
う

〈
円
高
差
益
と
消
費
者
物
価
〉

昨
秋
以
来
続
い
て
い
る
大
幅
な
円
高

で
、
輸
入
価
格
が
き
が
っ
て
い

ま
す。

経
済
企
画
庁
の
調
査
で
は
、
輸
入
価

格
が
さ
が
っ
た
物
二
十
二
日
間
目
、
こ
の

う
ち
小
売
価
格
が
き
が
っ
た
物
十
六
品

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
円
高
が
続
き
、
百
八
十
円
台

ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
や

消
費
者
団
体
な
ど
で
は
、
こ
の
円
高
差

益
を
消
費
者
に
還
元
す
る
よ
う
国
や
業

え一}_~ 775号 傑繊鱗)一一広報

円高による輸入品値さがり表

9(間一一町内直きがり53年 4月現住経済企同庁資料による

19.8% 

「
ー
J
%

f
k
l
 。初

% 

5号ー

いに入

われ て

界
に
要
請
し
て
い

ま
す
が
、

よ
う
や
く

電
気
料
金
の
値
引
き
が
決
ま
っ
た
状
況

で
す
。

円
高
効
果
は
、

卸
売
物
価
や
消
費
者

物
価

の
安
定
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
消
費
者
の
関
心

も
強
く
、
実
生
活
の
上
で
も
ど
の
程
度

値
さ
が
り
し
て
い
る
か
気
に
な
り
ま
す
。

価
格

の
き
が
っ
た

品
物
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
ぉ
買
物
の
参
考
に
ど
う
ぞ
。

快 勝
10.4% 

キ
A
F

4三9
9.8% 

ま

眼

鏡フ
レ
ー
ム

カ
ラ
ー

フ
ィ
ル
ム

プ
ロ
セ
ス

チ
ー
ス

用モナ

ナ

表覧の品食示表

ろ
予

」

知事と「自主表示に
関する協定書」を取
りかわした相手方

長野県菓子工業組合

長野県油業協会

長野県米菓工業協同組合

長野県豆腐商工業

協同組合

長野県納豆事業協同組合

実 施期 日

昭和53年9月1日

昭和53年

4月-6月

昭和53年9月1日

長野県こんにゃく

協同組合
昭和53年4月1日

同左の表示事項表示する食品名

(1)油で揚げた菓子

¥

h
B
1
11
1
1t
/
 

ち
る
子
の

う
げ
菓
も

の
湯
む
た

程
で
含
し

工
油
を
装

造
用
程
包

製
食
工
で

'zf'
t
a
E
B
E
B
E
E
-
-

、、、

腐

(詰きしたものに)

豆

(靖之たものに)

食
品
は
、
新
鮮
で
味
が
良
く
、
食
中

毒
の
心
配
の
な
い
物
が
良
い
で
す
ね
。

現
在
、
食
品
に
表
示
が
義
務
づ
け
ら

れ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
多
く

の
食
品
が
表
示
な
し
で
売
ら
れ
て
い
ま

す
。
消
費
者
団
体
な
ど
で
は
、
次
の
五

(2)豆

(3)納

包
装
し
た

豆
腐
・
納
豆
・
食
パ
ン
な
ど
に
表
示

r由ン

〈
業
者
が
自
主
規
制
〉

品
目
に
は
、
持
に
表
示
し
て
ほ
し
い
と

運
動
し
て
き
ま
し
た
。

①
油
で
揚
げ
た
菓
子
②
豆
腐
③
納
豆
④

こ
ん
に
ゃ
く
⑤
食
パ

ン
。

消
貧
者
の
皆
さ
ん
の
窓
志
を
業
界
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
行
政
の
立
場
か

ら

(4)こんにゃく

(倍したものに)

長野県パン商工組合

53年度中におい

てできるものか

ら順次行う

l製造年月日 l
ン

、、、‘』
E
P
J'
J

成
で

焼、
J

の

で
バ
も

器
食
た

答
白
し

型
た
装

角
し
包

，，，
a
』EE
，‘、、

，ミ(5)食

も
食
品
表
示
を
笑
現
さ
せ
る
よ
う
、
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
県
と
業

界
の
話
し
合
い
の
結
果
、
さ
き
の
五
品

目
の
う
ち
、
包
装
さ
れ
た
も
の
全
留
に

製
造
年
月
日
、
内
容
量
、
原
材
料
な
ど

の
表
示
を
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

表
示
の
内
容
は
、
右
表
の
と
お
り
で

す
。
消
費
者
の
皆
き
ん
も
表
示
の
あ
る

食
品
を
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
表
示
は
、
業
界
の
自
主
規
制
に

よ
り
、
県
内
で
販
売
さ
れ
る
物
だ
け
に

行
わ
れ
ま
す
。
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食品添加物をもう一度見直そう

最近、私たちの周囲には、インスタント食品やレトルト食品(調理済食品)などの加工食品が、 ふんだんに 入

りこんでいます。

これらの食品には、添加物が使われているため、私たちは 1日に70種類からの添加物を採っているといわれて

います。

1日3回食事するとした場合、代表的な献立に含まれていると思われる添加物は下表のとおりです。

J.L 代表的献σ〉日

す
。
消
費
者
団
体
な
ど
で
は
、
次
の
五

小麦粉改良剤

膨張剤
離型剤

その他

、J''
剤

料

剤

剤

料

F
刈

I
』

止

ム

れ
1
包

色

存

着

加

味

、
h
¥
l
ノ

，

岡

引

ノ

F

J

4

発

保

結

酸

調
紅茶~，/ ，'

CC<弓〉】

) 1/着色料

、ーーー".

保存料

酸化防止剤

着色、強化剤

つくだ煮

⑧なり

反
映
さ
せ
る
た
め
、
行
政
の
立
場
か
ら

行
わ
れ
ま
す
。

たくあん

剤

料

他

白
存
の

漂
保
そ

十
~
¥
一

F

引
均
亙
ヨ

み

一

j
r

、

甘味料

着色料

ヨ〉

じミ》
ひもの

乙ご一三~
~ I 、岨国__.，.....".."

酸化防止剤

尽
U

一一
一
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買物の苦情など

ご相談ください

えi ー第 775号 (事宛鋭鎚訪一一一広報

上田市消費物資動向調査

〈消費物資等監視員決まる〉

次の皆さんに、消費物資等監視員としてご苦労

し て い た だ く こ と に な り ま し た。 買 物の苦情、 そ

の他消費生活のことならなんでも相談して くださ

上岡市消費物資等監視員

(敬称略)

し、。

氏 名 自治会名

清水 ア当ッ 江 )11 辺 町

矢幡たゐ子 上 本 第E

平林和子 正王 門

馬場せ し、 八 木 沢

吉崎恵美子 原 町

春原 喜久子 南天神町

児玉紀子 下紺屋町

石坂礼子 町 =口t 田

横沢 ア賛ッ 子 ひばりが丘

山下志津子 生 塚

吉田竹美 泉 町

佐藤千代子 上 青 木

山浦弘子 北 大 手

岩田幸江 新 国

久間 恵美子 常 磐 町

清水 喜 代 上 塩 尻

宮島愛子 本 町

佐藤桃代 キオ 木 町

細 田富子 中 村

岡安操子 上川 原、柳

矢嶋 ヒサ子 新 田

。

ず

ず

ら

せ

。変

り
値
は

が
高
日

下
き
平

値
続
の

て
引
の

つ

n，d
U

あ
よ
る

。も
月
す

り
良
先
げ

が
不
め
下

下
育
た
値

値
発
の
で

少
る
き
ど

多
よ
続
な

で
に
り
し

均
暑
照
出

平
猛
日
売

一一

一一一-

ス
類
菜
類

ガり

貨

ロプ
肉
野
雑

演
舞
題
、
国
体
を
迎
、え
て

)

8
、
国
体
開
会
式
に
出
場
す
る
ア
ト
ラ

できるだけ物を

大切にして

使う

く西ドイツの消費生活〉

E署肩書聖司

商品名 単 位
8 月

7月
働晴冊平均晴慨

プ ロパ ンガス 10kg 1，680 円 1，700 円 1，7却 同

D. P E 1枚 40 48 50 

コ ヒ 1キ不 180 215 210 

tf ソ :ノ (レギュフー) 88 93 93 1阜

生 か 100 g 55 95 104 

スライ ス豚肩肉 100 g 118 130 131 

キ ヤ ぺ 、y 100 g 13 18 16 

一 寸 人 参 100 g 15 19 24 

牛 手L 1，000me 198 214 214 

ブルーダイヤ 25 1.66kg 600 600 600 

粉 せっ け ん 3kg 750 750 750 I 

救 A日p、 丸 字津 70粒 350 400 400 

紳士 黒皮靴 合成底 3，800 6，000 6，000 I 

7 7 リル毛布 140西×1121 00 2，500 4，000 4，000 

ワイン ャツ 自 ポリエステル655%% 980 2，300 2，300 
綿 3

綿 綿 100% 2，750 4，190 4，190 I 

べ ヤ 板
3尺 X6尺 330 370 380 2.7mm 

セ メ / 40kg 650 650 670 

日
本
で
は
、
物
が
豊
富
に
出
回

っ
て

い
る
た
め
、
傷
ん
だ
ら
、
古
く
な

っ
た

ら
、
新
し
い
品
物
を
買
え
ば
よ
い
と
い

っ

た
気
軽
き
、
安
易
き
が
先
き
に
た
ち
、

古
い
物
を
修
理
し
て
使
う
と
い

っ
た
考

え
が

消
、え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
物
を
大
切
に
と

い
っ

た
昔
か

ら

の
教
え
を
も
う
一

度
思
い
出
し
て
み
る

こ
と
が
、
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

街

へ
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
目
を

ひ
く
品
物
が
山
積
み
さ
れ
、
衝
動
貿
い

は
避
け
よ
う
と
思
い
つ
つ
、
い
つ
か
は

そ
れ
を
手
に
入
れ
た
い
欲
望
に
か
ら
れ

る
の
は
、
一
人
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
と
め
買
い
、
計
画
買
い
を
実

行
し
て
い
れ
ば
、
衝
動
買
い
は
防
げ
る

は
ず
、
も
う
す
こ
し
消
費
態
度
を
改
め

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
ず
る
今

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

ド
イ
ツ
で
生
活
し
て
感
じ
た
こ
と
は

消
費
の
態
度
が
基
本
的
に
異
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
家
具
、
調
度
品
な
ど
は
親

子
、
孫
と
何
代
で
も
使
用
に
耐
え
ら
れ

る
も
の
を
購
入
し
、
い
つ
も
ぴ
か
ぴ
か

に
磨
き
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
家

具
は
こ
の
薬
品
で
、
こ
の
調
度
品
は
こ

の
塗
料
を
と
い
っ
た
調
子
で
手
入
れ
や

補
修
を
し
ま
す
。

で
す
か
ら
住
宅
を
借

り
る
と
、
こ
れ
を
お
ぼ
え
る
の
に
一
苦

労
(
貸
家
は
全
部
家
具
調
度
品
付
)、
料

理
よ
り
も
掃
除
の
評
価
が
高
〈
、
そ
う

す
る
の
が
あ
た
り
ま
、え
と
さ
れ
て
い
ま

す
。し

た
が

っ
て
、
販
売
、
消
費
の
態
度

も
非
常
に
地
味
で
、
屋
外
広
告
な
ど
あ

ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

食
品
な
ど
も
、
不
足
し
て
い
る
物
だ

け
を
補
充
す
る
と
い

っ
た
購
入
態
度
が

買
物
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
衝
動
買
い
な
ど
は
見
ら
れ
ず
、
広

告
も
必
要
な
い
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ド
イ

ツ
の

消
費
態
度
を

私
た
ち
も
見
習

っ
て
行
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
二
山
浦
」

畜
な
ど
動
物
に
関
係
が
深
い
細
菌
で
、

こ
の
菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
肉
や
卵
、
こ
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⑦
健
康
を
高
め
る
運
動
食
中
毒
追
放

あ
な
た
も
参
加
し
よ
う

や
ま
び
-
}
国
体
を
成
功
さ
せ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
市
民
の
集
い
」

H
H
千
五
百
名
に
国
体
旗
贈
呈

l

入
場
は
無
料
で
、
先
着
一
千
五
百
名

の
皆
さ
ん
に
国
体
旗
を
一
本
づ
っ
さ
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
日
受
付
で
抽
選

券
付
き
の
入
場
券
を
お
わ
た
し
し
ま
す

の
で
、
最
後
の
抽
選
会
ま
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

十
月
七
日
出
午
後
二
時
か
ら

〈
と
こ
ろ
〉

上
田
市
民
会
館
(
上
回
公
園
内
)

〈
内
容
〉

ー
、
市
内
中
学
生
に
よ
る
プ
ラ
ス
パ
ン

ド
演
奏
と
合
唱
(
国
体
開
始
式
に
演

奏
と
合
唱
さ
れ
る
曲
で
す
。
)

2
、
市
民
総
合
体
育
大
会
表
彰
式

3
、
市
体
育
協
会
体
育
功
労
者
表
彰
式

4
、
国
体
矩
火
入
場

5
、
国
体
出
場
役
員
、
選
手
の
紹
介

6
、
ま
す
ら
お
出
陣
太
鼓
演
奏

7
、
市
内
高
校
生
に
よ
る
新
体
操
演
舞

上
田
市
で
行
わ
れ
る
「
や
ま
び
こ
国

体
」
秋
季
大
会
の
軟
式
庭
球
、
高
校
軟

式
野
球
の
開
催
日
十
月
十
六
日
ま
で
、

あ
と
一
か
月
と
迫
り
ま
し
た
。

開
催
に
向
か
っ
て
こ
れ
ま
で
、
国
体

事
務
局
を
中
心
に
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
得
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
全
市

民
の
参
加
を
願
い
。
ス
ポ
ー
ツ
上
田
市

民
の
集
い
。
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の

で
国
体
機
運
を
盛
り
上
げ
、
国
体
が
成

功
す
る
よ
う
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

えヴ一(5)一一一ー昭和5咋 9月16日 広報

(
演
舞
題
、
国
体
を
迎
え
て
)

8
、
国
体
開
会
式
に
出
場
す
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
披
露
(
ひ
ろ
う
)

9
、
市
民
踊
連
会
に
よ
る
郷
土
民
踊

日
、
郷
土
歌
手
高
倉
三
郎
さ
ん
の
「
や

ま
び
こ
音
頭
」

口
、
お
楽
し
み
抽
選
会
。

〈
お
閉
会
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
内
市
体
育
協
会

事
務
局
(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
五
五
五
)

食中毒を防ごう

国体開催中は

特に注意

「健康を高める運動実施j

上
田
市
で
行
わ
れ
る
「
や
ま
び
こ
国

体
」
秋
季
大
会
に
全
国
各
地
か
ら
参
加

さ
れ
る
大
勢
の
選
手
役
員
の
皆
き
ん
が

快
適
な
条
件
の
も
と
で
、
日
頃
鍛
え
た

技
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
揮
し
、
輝
か
し
い

成
果
を
収
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
皆
き

ん
の
ご
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。そ

の
一
つ
「
健
康
を
高
め
る
運
動
」

と
し
て
、
食
中
毒
の
防
止
運
動
を
行
い

全
国
か
ら
参
加
し
た
選
手
、
役
員
の
皆

さ
ん
が
食
中
毒
に
よ
り
悔
む
こ
と
な
く

全
力
を
出
し
き
っ
て
、
気
持
ち
よ
く
帰

ブドウ球菌 腸炎ビブリオ サルモネラ菌

人の手指、皮膚の化の 魚介類などの食品やこ ネズミ、家畜などから

う傷やだ液などから食 れらに汚染きれた食品 食品をとおして食中毒

品をとおして食中毒を をとおして食中毒をお をおこします。

おこします。 こします。

毛色3 領〈 ~ 

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

こ
の
運
動
を
徹
底
さ
せ
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

食
中
毒
は
主
に

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
ブ
ド
ウ
球
菌

な
ど
の
細
菌
が
原
因

食
中
毒
と
は
、
食
中
毒
を
起
す
細
菌

が
増
殖
し
て
い
る
食
品
、
有
毒
な
物
質

が
入
っ
て
い
る
食
品
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
急
性
の
胃
腸
障
害
を
起
こ
す
こ
と

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
中
毒
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
次
の
よ
う

な
細
菌
性
中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

l
主
に
ネ
ズ
ミ
や
家

畜
な
ど
動
物
に
関
係
が
深
い
細
菌
で
、

こ
の
菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
肉
や
卵
、
こ

れ
ら
を
原
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
食
品

か
ら
食
中
毒
が
発
生
し
ま
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

l
細
菌
性
食
中
毒
で

最
も
発
生
件
数
が
多
く
、
魚
に
付
着
し

て
増
殖
し
、
調
理
器
具
な
ど
を
と
お
し

て
他
の
食
品
も
汚
染
し
食
中
毒
が
発
生

し
ま
す
。

ブ
ド
ウ
球
菌

1
手
指
や
皮
膚
の
化
の

う
傷
の
ほ
か
、
鼻
、
の
ど
、
こ
う
頭
部

に
つ
い
て
い
る
ブ
ド
ウ
球
菌
が
、

く
し
ゃ

み
や
私
語
の
つ
ぱ
き
と
と
も
に
食
品
な

ど
を
汚
染
し
て
食
中
毒
が
発
生
し
ま
す
。

予
防
は

食
品
管
理
・
調
理
に
注
意

食
事
直
前
の
加
熱
処
理

食
中
毒
の
予
防
は
、
食
品
の
運
搬
、

保
管
、
調
理
な
ど
に
注
意
し
、
感
染
源

の
浸
入
防
止
と
、
食
事
直
前
の
加
熱
処

理
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
う
こ
と
。
ま
た

調
理
・
食
事
前
の
手
洗
い
を
励
行
す
る

こ
と
で
す
。

食
中
毒
菌
の
増
食
を
お
さ
え
る
た
め

食
品
は
、
必
ず
摂
氏
五
度
以
下
の
冷
蔵

庫
を
利
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

魚
介
類
は
、
よ
く
水
洗
し
、
保
管
は

低
温
保
存
に
心
が
け
、
調
理
後
は
、
食

器
、
調
理
台
な
ど
を
よ
く
洗
い
殺
菌
し

ま
し
ょ
、
っ
。

皆
さ
ん
食
中
毒
を
お
こ
さ
な
い
よ
う

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
、
や
ま
び
こ
国

体
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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お知らせ

! 干ばつに悩む塩田で 8月27日夜、50
!余のため池に老いも若きも集り「雨を
i降せたまえ・一」と 9年ぶりの雨ごL、を
;行いました。「根拠がないのは承知のう
:え、池の水が@をつき、畑の野菜が枯れ
:るのを見ていられない」と 、タイマツを
:もやし、みんなで池のまわりを回りました。

a・....・....‘4・4・4島

ず完
ムマ

ら丞5
月ワ 7
6 ク防
日 チの
か投 υ
ら与 r

‘'‘'‘'‘'‘F‘'‘'明'

えヴ報広

急

性

灰

白

髄

炎

(
小
児
マ
ヒ

)
予
防

一
の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
を

一
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

引
刑
す
る
皆
さ
ん
は
、
各
会
場
で
お
受
け
〈

n
u
 

月
物
だ
さ
い
ε

ロ
使

時
…
柵
〈
誌
当
者
〉

剛一心

1
、
五
十
三
年
一
月

一
日
か
ら
六
月
三

一

十

日

ま

で

に

生

れ

た

人
。

一

2
、
接
種
目
を
基
準
と
し
て
、
四
歳
未

一
満
の
人
で
、
初
回
、
ま
た
は
追
加
接

一

種

を

受

け

て

い

な

い

人
。

号
〈
接
種
方
法
〉

m
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け

て
、
二

第

四

(
初
回
、
追
加
)
投
与
し
ま
す
。

一
ハ
そ
の
他
〉

ー、

二
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
人
で
、

九

月
に
実
施
し
た
三
種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
た
人
は
、
接
種
目
か
ら
二
週

間
以
上
経
過
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ

さ
い
。

2
、
三
種
混
合
予
防
接
種
の
予
備
日
(
十

月
)
を
利
用
し
て
接
種
す
る
予
定
の

人
は
、
一
回
自
の
投
与
日
に
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
二
回
目
の
投
与
日
に

受
け
て
く
だ
さ
い

。

〈
お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
@
四

一
O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

a・..... ‘....‘Ao国島....‘4・

ノ、
9 
月
ガ
L〆

制
圧
月
問
、〆

‘'咽同F叫阿F咽同F岡崎伊司'明.. 

子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
に

婦
人
検
診
を

進
ん
で
受
け
よ
う

九
月
は
「
ガ
ン
制
圧
月
間
」
で
す
。

ガ
ン
は
、
早
く
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

市
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

婦
人
検
診
を
下
表
の
医
療
機
関
の
ご
協

力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
大

勢
の
皆
さ
ん
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
者
〉

市
内
に
住
ん
で
い
る
、
お
お
む
ね
三

十
五
歳
以
上
の
婦
人
の
皆
さ
ん
で
、
子

宮
ガ
ン
の
検
査
を
希
望
す
る
人
。

〈
検
査
方
法
・
検
診
日
〉

日
曜
、
祭
日
を
除
く
毎
日
、
下
表
の

分nu 
qδ 時後午d

U
 

場会の
す

れ
で

ず
で

い
ま、分

立

ω
問
時

時
2

付
ら

受
か

小児マヒ予防接種目程表

五ヱ±11回目 2回目

農協 神川 支 所 10 11 

市塩 田支所
月 月
6 24 

2階会 議室
日 日

川西社会 幽 幽
福祉セン ター

川 辺 町会館
10 11 
月 月
12 28 

市健康セン ター 日 日
同 (刈

上野が丘公民館
10 11 
月 月

三好 町会館 13 30 
日 日

新 田区 民会館
幽 附

複
十
字
シ
l
ル
募
金
は
、
世
界
的
な

も
の
で
、
日
本
で
は
大
正
十
四
年
か
ら

マ
シ

l
ル
の
使
用
方
法

シ
ー
ル
は

、
封
筒
の
封
印
に
使
う
の

婦人検診を実施する産婦人科名と診療時間

所
受付時間

産婦人科名 在 I也
午削 午後

市川産婦人科
中央4-2-3 9.00-12.00 

(丸堀)

上田市産院 常磐城5-(6西-脇39) 8.30-11.30 

共立産婦人科 中央トー(6鷹ー匠21町) 9.00-11.30 

国立東信病院
{(:3kカ<..EI:.1一一27一一21 8.30-11.00 

(新屋)

高橋産婦人科
中央4-1-18 9.00-12.00 1.30-5.00 

(丸堀)

竹内産婦人科
中央3一一15-10 9.00-12.CO 

(馬場町)

豊田産婦人科 中央西(下2-紺 1屋1ー町ー3)2 9.00-12.00 3.00-5.30 

長岡産婦人科 中央3ー(7馬-場32町) 9.00-11.30 

新美産婦人科
大屋 228 9.00-12.00 

大 屋 )

三浦産婦人科
中央3-16-10 9.00-12.00 

田町)

三 好 町 産 婦 人 科 御所(2三32好 町 ) 9.00-12.00 2.00-6.00 

医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

自
分
が
希
望
す
る
医
療
機
関
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。

〈
受
診
料
・
受
診
手
続
き
〉

一
人
一
千
円
で
す
。
医
療
機
関
の
窓

口
で
受
診
料
を
払
い
、
婦
人
検
診
記
録

票
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
症
状

な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
結
果
の
通
知
〉

結
果
が
で
き
る
ま
で
に
約
一
週
間
か

か
り
ま
す
が
、
受
診
者
に
市
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
含
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②
O
七
二
こ

豊田産婦人科は毎週木曜日休診となります。
国立東信病院は毎週水曜日休診、土曜日の受付は午前10時30分までです.

..晶...・..110

検

診

噌'司，噌'司F

乳

児
三
歳
児

十
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

と
次
べ

i
ジ
の
表
に
よ
り
行
い
ま
す
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

場会 上セ田ン市タ健康ー 健市康塩セ田ン母タ子ー

塩回全区

対

象 50年 9月生 50年9・10月生
児

lID 2 B 126日 27日

三歳児検診日程表

マ
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
を
希
望
す
る

日
に
配
達
さ
れ
る
「
配
達
目
指
定
電
報
」

だ
さ
い
。

(
例
)
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程表

会
上田市健康セ ンター 市二極階図会議支所室市福川祉セ商ン社タ会ー

場

対 4か月児 9か月児 l歳半児 4・9か月児 4・9か月児

象
5533年年6l月月エι 55553333年年年年672l月月月月エι I 53年 6月生 53年 1月生 52年 4月生

児

壁新市内11日市内
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結
核
予
防
の

複
十
字
シ

l
ル

募
金
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

一(7)一一一昭和畔 9月16日 広報

市
民
の
皆
さ
ん
に
毎
年
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
結
核
予
防
の
た
め
の
「
複

十
字
シ
|
ル
募
金
」
を
十
一
月
ま
で
行

い
ま
す
。

上
田
市
の
募
金
目
標
は
、
二
万
一
千

四
百
六
十
六
枚
で
、
百
七
万
三
千
三
百

円
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
世
帯
で
シ

ー
ル
一
組

(
四
枚
)
五
十
円
を
お
願
い

し
ま
す
。
各
自
治
会
の
役
員
さ
ん
や
結

核
予
防
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
伺
い
ま
し

た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1・11'"司F噌司，喝w・p'ql川'‘町1問'

複
十
字
/
|
ル
募
金
は
、
世
界
的
な

も
の
で
、
日
本
で
は
大
正
十
四
年
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
募
金
運
動
は
、
結
核
予
防
事
業

を
進
め
る
資
金
を
生
み
だ
す
と
と
も
に

結
核
予
防
の
関
心
の
輸
を
広
げ
る
目
的

で
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
は
、

B
C
G
の
普
及
、
医
学
・

検
診
率
の
向
上
に
よ
り
結
核
に
よ
る
死

亡
率
は
大
変
低
く
な
り
ま
し
た
が
、
上

岡
市
に
は
、
ま
だ
、
三
百
九
十
四
人
も

の
登
録
患
者
が
い
ま
す
。

結
核
は
伝
染
病
で
す
の
で
結
核
対
策

の
手
を
抜
く
と
再
び
猛
威
を
ふ
る
う
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

気
を
ゆ
る
す
こ
と
な
く
必
ず
結
核
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

複
十
字
シ

l
ル
募
金
の
使
い
み
ち
は

結
核
検
診
車
、

X
線
器
機
な
ど
の
整
備

購
入
。
結
核
予
防
施
設
の
建
設
。
結
核

予
防
活
動
の
講
習
会
や
研
修
会
、
衛
生

教
育
。
結
核
回
復
者
の
社
会
復
帰
の
相

談
や
患
者
の
文
化
活
動
支
援
。
患
者
の

家
族
の
援
護
。
結
核
医
学
の
研
究
な
ど

の
資
金
に
な
り
ま
す
。

マ
シ

l
ル
の
使
用
方
法

シ
ー
ル
は
、
封
筒
の
封
印
に
使
う
の

が
一
般
的
で
す
が
、
結
核
予
防
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
、
年
賀
状
や
暑
中

見
舞
の
ハ
ガ
キ
へ
は
る
の
も
良
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
切
手
と
ま
ち
が

え
て
表
に
は
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

..“hAaJlltua.岨蜘

酒
を
や
め
た
い
皆
さ
ん

断
酒
会
に
参
加
し
よ
う

酒
で
体
を
こ
わ
し
た
り
、
家
庭
や
職

場
に
め
い
わ
く
を
か
け
「
酒
を
や
め
た

い
」
が
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い
る
皆
さ

ん
、
一
度
断
酒
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
、
次
の
日
程
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
是
非
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

l
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で

(
9
月
は
お
目
、
叩
月
は

5
-
U
-
m
・
初
日
)

と
こ
ろ

l
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

お
問
合
せ

l
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
九
O
)

4・~1I1 1b.llllh.lIlIh6.d... 

祝
電
は
早
目
に

「
配
達
目
指
定
電
報
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

秋
は
、
結
婚
式
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
土
・
日
曜
日
や
大
安
な
ど
の
電
報 句"‘'叩欄."11網司P・'P'‘'

受
付
の
「
一
一
五
番
」
は
、
祝
電
の
申

込
み
で
大
変
こ
み
あ
い
ま
す
。

何
度
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
話
し
中
で
、

式
に
間
に
合
う
か
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
う
っ
か
り
忘

れ
式
が
済
ん
で
か
ら
気
が
つ
い
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

マ
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
を
希
望
す
る

日
に
配
達
さ
れ
る
「
配
達
目
指
定
電
報
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
配
達
を
希
望
す
る
日
の
十
日
前
か
ら

予
約
で
き
ま
す
。

マ
配
達
す
る
三
日
以
前
に
、
申
込
む
と

百
五
十
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

マ
配
達
目
指
定
は
、
申
込
む
と
き
「
何

日
午
前
、
何
日
午
後
」
と
指
定
し
て
く

だ
さ
い
。

(
例
)

日
曜
日
結
婚
式
の
場
合

月
・
火
・
水
曜
日
に
申
込
む
と
割
引

き
料
金
。

金
・
土
・
日
曜
日
は
普
通
料
金
で
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

上
回
電
報
電
話
局
電
報
課
(
宮
@
O

O
七
五
)

明l珂"'11問F噌問F

上田市・上田市安全会議・上回警察署・上国交通安全協会

|(9001 

E囚l
芙園l
-左右をよくたし
かめておうだん

しよう。

①歩行者や自転車利用者

特に子供と老人の交通事故防止

②安全運転管理の充実と安全運転の促進

53年秋の全国交通安全運動(9s21白から30日まで)

しんごうを
よくたしか
めてわたろ
うおうだん
ほどう
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住
宅
統
計
調
査
を
実
施

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

十
月
一

目
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
住

宅
統
計
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
五
年
ご

と
に
国
が
行

う
統
計
調
査
で
、
全
国
約
五
百
万
の
住

宅
を
対
象
に
、

住
宅
、
敷
地
、
世
帯
な

ど
四
十
二
項
目
に
わ
た

っ
て
行
い
ま
す
。

結
果
は
、
国
お
よ
び
都
道
府
県
や
市

町
村
の
住
宅
建
設
計
画
、
都
市
計
画
な

ど
の
基
礎
資
料
に
使
わ
れ
ま
す
。

えヲ

必ず受けよう

犬の登録と予防注射

〔登録料・注射料金を改訂〕
(2，0∞円) (1，5∞円)

下
表
の
日
程
に
よ
り
、
犬
の
秋
季
予

調
査
の
方
法
は
、

調
査
員
が
調
査
票

を
持

っ
て
皆
さ
ん
の

お
宅
に
伺

い、

記

入
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す

の
で
、

市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。〈

お
問
合
せ
〉

企
画
課
統
計
係

(
宮
@
四
一

O
O
内

線
二
五
固
有
線
②

O
八
三
二

)

防
注
射
と
登
録
(
春
未
登
録
の
犬
)
を

行
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

っ
て
最
寄
り

の
会
場

へ
飼

い
犬
を
お
連

れ
く
だ
さ
い
。

十
月

一
日
か
ら
法
の
改
正
に
よ
り
料

金
が
次
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
料
H
H
犬
一
頭
に

つ
き
二
千
円
。

予
防
注
射

l
犬
一
頭
に

つ
き

一
千
五
百

円
。

下
表
の
期
間
中
に
受
け
ら
れ
な

い
人

は
、
十
一
月
三
日
幽
か
ら
十

一
月
十
二

日
同
ま
で

の
聞
に
随
時
訪
問
し
て
注
射

を
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
訪
問
料
と

し
て
一
頭
に
つ

き
一

千
五
百
円
、
二
頭

目
か
ら
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

公
害
課
環
境
指
導
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
九
四
有
線
②

O
六
七

二

~ 
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月 日 I也 区 時 間 場 所

川辺
9. 00-9. 30 川辺 町 会館

域下地区 9. 50-10. 20 御 所公会堂

10月12日附
10. 40-11. 30 =好 町 公会堂

北部地区
9. 00-9. 30 上紺 屋 町 公会堂

9. 40-10. 20 新 屋 ぷ2当云、 自官
西部

10. 30-11. 0。西 脇 ぷZ込三 官官

川辺地区
9. 00-9. 30 神畑 公会堂

9. 50-10. 20 上半 過 公会堂泉 田
10. 30-11. 0。下之条公会堂

10月13日幽
9. 00-9. 50 金井公会堂

神科地区 10. 00-10. 30 消防東 北 分箸

10. 50-11. 20 岩門公会堂

9. 10-9. 40 殿 城 郵便局 円リ

豊殿地区 10. 00-10. 30 農協箆里支所

10月16日間
10. 40-11. 10 町 吉田公会堂

9. 00-9. 30 農協 神川 支所

神川地区 9. 50-10. 20 大屋公会堂

10. 40-11. 10 下青木公会堂 l

9. 10-9. 40 中 組公会堂

塩団地区 9. 50-10. 20 東塩 田老人集会場

10月17日ω 10. 30-11. 0。下之郷公会堂

東部 9. 00-9. 30 合同庁舎裏庭

神科地区 9.50-10.20 染屋公会堂

神川 10. 40-11. 10 神川 史跡公園事務所

9. 10-9 . 40 舞回公会堂

筑田地区 9. 50-10. 20 保野公会堂

10月18日制
10. 30-11. 20 市 塩 田 支所

9. 10-9. 40 上室賀基幹センター

川西地区 9. 50-10. 20 下室賀生活セ ンター

10. 40-11. 20 市 川 西 支 所

9. 10-9. 40 別 所相染閣

10月19日附 毎回地区
10. 00-10. 10 野倉公会堂

10. 30-11. 0。西塩田授産所

11. 10-11. 40 西塩田会館

10月22日(日) 全 市 9. 00-11. 00 合同庁舎裏庭

秋季狂犬病予防注射と登録日程表

月 日 地 区 時 間 士暴 所

東部地区
9. 00-9. 40 踏 入 公 会 堂

10. 00-11. 0。戸吊... 回 fi ‘ 査官
10月2日(月) 9. 00-10. 0。新田 区 民 会 館

北部地区 10. 10-10. 40 明 照 ~ エ
10. 50-11. 20 市役所(思IJ棟車庫前)

9. 00-9. 40 西 脇 ぷZ込三

西部地区 9. 50-10. 20 城北 区民会館

10月3日ω 10. 30-11. 0。新 屋 4Z2云h 吉宮

川辺 9. 00-9. 20 報 思、 寮 前

城下地区 9. 30-10. 30 諏訪形公会堂

南部 10. 40-11. 10 南天 神 町 公会堂

9. 00-9. 30 下 塩 尻公会堂

塩尻地区 9. 40-10. 10 上塩 尻公会堂
10月4日制 10. 30-11. 0。秋 和 公会堂

城下 9. 00-10. 0。中 之条公会堂
川辺地区 10. 20-11. 20 川 辺 町 会館

神科地区 9.00-10.10 上野が丘公民 館

10月5日同 笠殿 10. 30-11. 20 市 豊 殿 支 所

泉川西田地区
9. 00-9. 50 小泉区民会館

10. 10-11. 0。泉 回 公民館

塩田地区
9. 10-9. 40 東塩田 老人集会場

10. 00-11. 0。市 塩 田 支所
10月6日幽

9. 00-9. 40 農協 神 川 支 所
神川地区 10. 00-11. 0。大屋公会堂

塩田地区
9. 10-9. 50 西塩 田 授産所

10. 10-11. 0。別所 相 染問

10月9日開) 9. 10-10. 0。市 川西 支 所

川西地区 10. 10-10. 40 旧 室賀支所

10. 50-11. 20 農協泉 回 支所

次

次

月 日 地 区 時 間 場 所

東部 9. 00-9. 30 常 図 ぷz込x 館

迄南鼠部地区
9. 40-10. 10 南天 神 町 公会堂

10月l印刷
10. 30-11. 0。

上容院公会主i 
9. 00-9. 30 上川原柳公会

北部地区 9. 40-10. 10 明照

10. 20-11. 20 新田区民会

2 

.__ 
M 
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